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医療法人札幌中央病院に係る不動産流動化ストラクチャーについて 
  
 

この度当社は、医療法人札幌中央病院（所在：札幌市、理事長：荒木英司）が運営する札幌

中央病院の病院施設に関して、特別目的会社（合同会社 SPC）を用いた不動産流動化ストラク
チャーによる資金調達を実施いたしました。 
 通常の病院施設の流動化については、ヘルスケアファンド等を中心に取り組みが行われてい

ますが、本ストラクチャーの画期的試みは、札幌中央病院の経営再建と新病院建設を同時に且

つ早期に実現する点にあります。当社は今後とも本件に代表されるように、病院の再生支援に

まで踏み込んだ社会的意義のある病院向け投資を、医療マーケットにおいて積極的に展開して

いきます。 
 

 

記 

1．対象物件の概要 
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   2．ストラクチャー実施の背景 

札幌中央病院（以下、「当院」といいます。）は急性期医療を受け持つ病院として、地域に根

差した医療を展開してきました。我国の社会保障政策がますます医療・介護財源の縮小へと傾



き中小規模の医療機関の経営を圧迫する中、当院も収益構造の悪化及び施設の老朽化という問

題に直面していました。 
弊社は、当院から経営改善及び施設老朽化に伴う新病院建設の相談を受け、当院に対する財

務・事業デューデリジェンスを行った上で、病院不動産流動化を中心とした再建ストラクチャ

ーを提案いたしました。 
    本ストラクチャーのポイントは、当院の経営改善と新病院建設を同時並行的に早期に実現す

る点にあります。当院の施設は築後 30 年を経過し、今後の医療サービスの向上を考える上で
は施設の狭小・老朽化がネックとなる一方で、現在の脆弱な財務状況では新病院建設に伴う経

済的負担に耐えられない恐れがありました。弊社は既存施設の不動産流動化を行うと同時に、

最大限の経営改善支援策を実施し、設備投資に耐えうる収益構造の構築により、新病院の早期

建設を現実のものと致します。 
経営改善支援の大きな柱は、財務体質の改善と収益体質の強化の 2点です。財務体質につい

ては、医療機関にありがちだった固定資産・固定負債経営を、不動産流動化による金融債務圧

縮により流動的経営体質に変化させ、キャッシュフロー経営に転換していきます。収益面は、

弊社グループのコンサルティングにより診療体制の強化と看護体制の見直しを図り、収益向上

と業務効率化を実現していきます。 
    弊社は札幌中央病院に対する全面的支援を通じ、これからも地域医療の維持と発展に貢献し

ていきたいと考えています。 
 

以上 


